
様式第８（第１１条関係）

殿

住所 島根県出雲市今市町７０番地

氏名 出雲市長　飯塚　俊之

令和4年度島根県電源立地地域対策交付金事業評価報告書

農 基 第 720 号

令 和 5 年 3 月 15 日

　　　　島根県知事　　　丸山　達也

令和４年６月３０日付け指令地第324号をもって交付の決定の通知を受けた電源立地地域対策交付金にかかる交付金事業の成果の評価について島根県電源立地地域対策交付

金交付要綱第１１条第３項の規定により別紙のとおり報告します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和4年度）

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

乙立町地内農道舗装改修工事 出雲市 1,215,500 1,197,600

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

R3

R4（本年度）

事業期間の設定理由 乙立町地内農道における舗装対策が必要な箇所（L=135.6m）の完了期間

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

出雲市総合計画「出雲未来図」（平成24年度～平成33年度）後期基本計画（平成29年度～平成33年度）
　第３章　産業・観光都市の創造
　　２　農林水産業の振興と発展
　　　（４）農業基盤整備事業
　　　　④農道整備事業
　　　　　農業の振興、農村地域の環境改善等を図るため、集落を結ぶ基幹道路として県営事業を活用し農道整備を行い
　　　　ます。

事業開始年度 令和3年度 事業終了年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出雲市

交付金事業実施場所 出雲市乙立町地内

　本農道は、一級河川斐伊川水系神戸川の南側にある幅員2.5m、延長136mの農道です。平成6年度から平成7年度にかけて、
乙立地区農用地有効利用モデル集落整備小規模基盤整備事業により整備された農道であり、市道乙立８号線と市道乙立10号
線を結び国道184号と立体交差しており、交通量のある国道184号を渡ることなく、集落間を結ぶことができます。
　現在、この農道は未舗装であり、雨季には道がぬかるみ、部分的に車両の通行や人の歩行が困難になります。また、周辺
集落の高齢化により、転倒する恐れが高まっている状況です。このため、地元からの要望がある舗装改修を行うことによ
り、地域住民の交通の安全確保及び利便性向上を図ります。
　令和３年度から令和４年度において舗装改修を行い、令和４年度は工事延長L=55.6ｍの舗装改修工を実施します。

施工年度 工事内容 延長

舗装改修工　 L=80.0m

舗装改修工　 L=55.6m

L=135.6m

交付金事業の概要

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

乙立町地内農道舗装改修工事



評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

対策が必要な範囲
における対策済延
長の割合（％）

対策済み延長
（ｍ）／対策が必
要な全延長（ｍ）

×100（％）

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

当該事業が完了するのが、令和4年度であるため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 1,215,500

舗装改修工事 指名競争入札 有限会社安喰工業（出雲市） 1,215,500

交付金事業の担当課室 出雲市農林水産部農林基盤課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 出雲市農林水産部農林基盤課

0 0

1,445,700 1,197,600

交付金事業の契約の概要

総事業費 1,592,800 1,215,500 総事業費2,808,300円

交付金充当額 1,445,700 1,197,600

交付金事業の総事業費等 令和3年度 令和4年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 令和4年度

55.6

達成度 % 100.0 100.0

年度

乙立町地内農道舗装改修工事進捗量

活動実績 m 80.0 55.6

活動見込 m 80.0


